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東亜同文書院大旅行の精神史的意味
柴田でございます
。
本日は、東亜同文書院の大旅行につ
いて
、
少しお話しさせていただきたいと思います
。
と申し
ましでも、大旅行の持つ地理学的あるいは経済学的の意味につきましては、愛大の藤田先生の素晴しいご研究がございますので
、
今更私ごとき者が、大旅行の学問的意味とい
う
ことについて論ずるまでもないと思います
。
本日は大旅
行の中で、書院生逮が何を考えたかということ、あるいは大旅行ということが世院生にどういう繍神的なインパクトを与えたか、というようなことについて、東亜同文書院の大旅行に即しながら、若干お話しさせて ただきたいと存じます
。
私がここで申し上げるまでもなく、東亜同文
書院は戦前
に
ごさいました東亜同文会という団体の経営する学校でご
ざいました
。
この
容院の経営母体である東
亜同文会という
ものの存在については
、
いろいろ戦後、議論されているよ
うでご す
。特に戦後
。ZO
が国家主義団体を取り締ま
る等の命令によりまして、これは非常に不当な
ことだと思
お茶の水女子大学講師
栗田尚弥
うんですが
、
国家主義団体の
一員として見られた、という
ようなことがず
っと尾を引いているようで
、ある種の政治
的な団体のように見られているようですけれども、私は基本的には文化的な団体であろうと考えております
。
その東亜同文会
、
いろいろな活動をや
っ
ておるわけです
が、まず東亜同 書院の経営というのが一番大きな活動でございますけども、そ 外、中国人の留学生を教育 る学校でござい すとか、いろいろな文化事業をやっているわけでありますが、その文化事業の中の一つの大きなものが、出版活動 あった
。
この東亜同文会は、
一九四五年、昭和
二十年八月十五日の敗戦に至るまで、雑誌
『支那
』
を初め
とする数多くの中国関係の文献を 世に送り出して るわけであります
。
その中での白眉というべきものが
、
一九
一
七年、大正六年から九年にかけて出版されました
『支那省
別全誌
」
であろうと考えております
。
愛大の方々はご存じだろうと思いますけども、
『支那省別
全誌」は
、中国の当時の各省ごとの地理でございますとか、
気棋でございますとか、商業、経済、交通、郵費、あるいは都市、人口、民族企ど、各省の全てにウいていろいろ記述した、中患の省制約のエンサイク口ペディアであると醤えると患いますむ非常に大部のもので、金十八巻ご京いまして、これは非常に今でも価値があるもので ある国からその海賊版が出されて そこそこ 売れ計きを示し いるという事実からも察せられますように、今日的な恒備も持っている、非常に幅値の高い本
Q
この吋支器密別八五誌いの一死になりましたのが、東亜同文
書院の学生達が大旅行をやり して、終わった後に 怖といったらよろしいんでしょうか、ある種の卒業論文として〔調査報告書」と ものを出しまして、それが元 なって「支那省部会誌』と うものが作 たわけでありますむこの吋支罪者別会一一誌の完になった「調査報告書いぞれの先になりました大旅行を最初に言い 方辻東亜同文
書院の拐忙院長であります根港一氏 あります。棟建一氏は、ご存じの方も多 かと患いますけれども、東亜向文書誌ができる以前には、よく百科事典の中では東亜問文書院の前身、日清貿易研究所と う表現がされておりますが、日祷貿易研究所、やはり上海にございましたけれども、ぞれを陸軍士官学校以来の嬰友である、アジア主義者という表現辻非常いい難しいんですけど 、アジ 主義者である斑尾稽と一緒に営んでいた人物であり’ます。
そして詩情貿易研究所持代記、これもかなり当時の中間
研究の水準を本していると思うん すが、吋清国連務総覧という、諮ってみますれば吋文部省別全誌」をコンパクトにしたような本を、日渚貿易研究所持代に出版しておりま
す。この豆倒閣滞留総覧いやネタは何かといいますと、先程奮いました荒尾精が明治の中頃、演口、いまの武漢帯ですが、そこに作りました漢口楽蕎設という、高社兼中国情報収集機関であっ というふうに言えると思いますが、そこの関採者連が、命がけで集めた中国各地の情報 情報というと非常にうさんくさいイメージが付きまといますけども、交通でありますとか、気候 ありますとか、そういう中国の梢報を元に叫清思議商総覧」を、根滞一氏はま めたわけであり、そのまとめる過程で、彼自身も上海に何回か赴いておりますので、真の中部を知るためにはやはり抗上の学問だ はなくて、自らの足で中国各地を実棒験しなければいけない、ということを摂津氏は議切に考えていたわけであります。因みに「文部省別会誌』の序に、捜津一はこういうこと
を書いているわけですね。「一衣帯水の比躍に位置し賠関わらず、 が邦人士の支那の鵠鵠に糠遇 徹議せる者甚だ鮮やき所似なれ，己よく使われる一 部葉ですけども 一衣替水、海を摘ててすぐ近く戸いある国であるにも関わらず 日本の人というの辻中国のことをはとんど知ら いんじゃないかと序文の中に骨 ます。そ 中閣を知らない原因は侍かという 、文献的 知識だけでもっ 、実際 実捧験して ないからである、というようなことをおっしゃっておりまして、やはり実体験に基づ た何らかのヂ
i
タと
いうものが岳要である そして中間を研究 るために辻、その実体験を持っ いるこ が必要である、というこ を根津説長は考えていたわけで為 ます
c
そして一九
O
一年、明治三十四年ですが、
の第一期
13 sl!rlltM.文 i1f院大旅行のM裕史的必；味
生から
、
旅行させるべきであるということで
、
四人から五
人の班に分けまして、上海周辺なんですけれども
、
蘇
州
と
か、杭
州、そういうところへ、旅行をさせているわけです
。
翌明治三十五年には
、
山東地方
、天津、北京
地
方、三
十
六年には武漢三鎮への調査旅行というものを実施しているわけです。大旅行に対して私は小旅行という言い方をさせていただきますけども、こ ような、上海あるいは大都市周辺の
小
旅行というのは
、
第
一期生から第四期生まで続け
られるわけであり
。
こ
のまうな体験に基づきまして
、
少し旅行の規模というものを拡大しようということで、第五期生から
、
具体的には明治四十年なんですが、根津
一は
友人である福島安
正参謀次長、これはシベリアを単騎横断
したということで、冒険談の主人公にな・った うな人物でございますけれども
、その福山安正に助力を商いまして、
その助言によって外務省から同文書院 対して調査旅行補助費、当時のお金にして三万円
、
これが交
付
されまして、
瞥院はこ 三万円を元に、第五期生を山東班と 京 というように 八つ 班に分けまして、中国全土にわたる大規模な奥地旅行というの 開始することになったわけであります
。
これがいわゆる大旅行の開始であると言える 思
います
。
この外務省の交付金というのは五、六、七、たしか三期
だったと思いますけども、 期でも ほぼ底をつくということなんで が、三期の聞の成果が非常に大きいということで、その後も性院側は調査費、旅行費というものを捻出いたしまして
、結局太平洋戦争に突入してもなお続
けられまして、一応昭和十八年、一九四三年まで大旅行と
いうものが続けられたわけであります
。
ただし二十九期生
以降の旅行といいますのは、
ご存じのように
一九
三一
年満
洲事変が始まり、日中聞が非常に混沌としてまいりますので、大旅行と申しましでも、ある程度治安のいいところと言いますか、日本軍 目の届く範囲といいますか、そういうところに限られたようでございますが、一応大旅行というのは
一九四
三年
、
昭和十八年まで
続けられたというこ
と
でございます
。
そしてその範聞はと
言
いますと、漠然と旅
行の記録を読んでいるだけでございます ども、だ たい北は今のロシアのカムチャッカ半島から、南はインドシナ半島、それからピルマま
でと
、かなり広範囲に、中国のみ
ならず中国の国境を越え
てまで
も、調
査旅行
というものは
行なわれたということ
でございます。
以
上が大旅行とはどういうもの
であった
かという概略
で
ございますけども 実体といい すか、どうい 旅であ
ったのか
、
レジュメには生と死のロマンなどという大仰
な題を付けましたけども、
実際
的に
どう
いうものであった
かといいますと、実は私、今、ある大学でもって、この大旅行誌というのをゼミで使っておりまして、外交史のゼミなんですけども、それを軸にして
当時の
日中関係を考えろ、
というようなこと やらしておるんです
。
発表するときに
、
ベストセラーらし んで が 『地球の歩き方』でありますとか、
『エ
リアガイドシリーズ
』でありますと
か、
そう
いう
現在出ている旅行ガイドブックと対比して発表される学生が非常に多いんです
。気持ちはよく分かるけども、ちょっ
と迩うものとして見て欲しい ふうに いつも
言って
おるわけなんです
。
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仔とこといますと、大旅行というのは、非常にすさ
まじいものであったということが替えると思います。書院生はだいたい、少ないグル
i
ブでご入、多いところで回、
五人の現に分かれて、時期的には、二、一一一ヵ月 いうのが多いようですが、長い場合には半年近くいい及ぶ調査を実擁するわけであります
G
ただし四期生までの小旅行の場合に
は、教職員の引率と うのがあったようでございますが、かまり学生の自主に桂せた旅行 。自主と うと表現はいいんですが、要する
ζ教員の、保護者の担率辻一切
ない。それのみならず、一応諮問と う、パスポートに相当するものが出されるわけでありますが 二十世紀前半の中国は混沌としておりますの 、もちろん役に立つ時もあるんですが、むしろ投に立たない場合のは 多いんじゃないかという感じでござ まして、中臨、
5
本の官患の保
護というものも全然ない、というと甜併が けどもかなち援られた状況の中 中里奥地まで旅行する。ム身に着けるもの 設いますと、ムマのように飛行機で移動して、接行のパックの中にいろんなものを入 るとか、積替えを何枚も持っていく か、そういう旅行ではございません一枚の毛布と、多少の身の回りのもの、最小の薬品と、その程度の のであります
s
先謹言いました椴津院長は吋文部省別全誌」の序文の中で、こ 接持についてどういう尭方をしてい かと設すと、「或は革命 戦間を妨徳するあち、或は氾雌滝調に遇うあり、戒は土屋郷轄の包閉する所 な号 猫苗嘩携の境に陥るが如き、その匙険辛細部、到鹿役人想像し能わさる所いというふうれていらっしゃい む要するに
革命騒動に巻き込まれたり、あるいは自然災害に遭遇したり＼あるいは夜盗のたぐいに襲われたり、あるいは思土病に倒れて生死の境をさまよう者もあったとういことを、時文の中で委かれているわけであります。
この根津さんというのは非常に名文家であったと思うん
ですが、名文家特有の誇大表現がというと、こ は決して誇大表現でなくて、むしろかなり抑えていると患うわけですた。先程申しましたようにすさまじいものであったと言えると患います。私がここで待自もす谷まじい、すさまじいと言っても、抽象的で八五黙具体性があ ません 、其体的に当時の方にしゃべっていただきますが、因みにこれからいろいろ引摂するところは、卒業論文が「調査報告書」であるとするならば、 旅行の日々の記録に相当 る『東亜時文書院の大旅行誌」というものからの引用 させていただきますむすさまじい例をごつ三つお話しさせて ただきたいと患います。まず一つは、第九期生でございます。第九期生の方は、各班によって期開が若干異なりま けども、だいたい一九一一年、すなわち明治西十四年六月から十一丹頃に旅行を実撞されているようですむ一九一一年というの辻 すでもなく、中国人にとって試画期的な年でありまして、ご存じの過ち辛亥革命の年であり 実は十月 いうのは今記念日に っているぐら であ与 すから、辛亥革命のさなかという時期だったんですが、正にその時 この第九期生の方は旅行されているわけですね。その舎 の一つで盟問珪の方の実情というものをお話しさせていただきたいと患いますむこの陸川班、最初出 時 は、沼市という
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は三国志の舞台になった地でご
さ
いますから
、非常に、歴
史好きの若い人達には旅情といいますか、興味をそそった旅であった、こ 四
川班の旅行記の序には、「巴舗の山、湘
楚の水、夢篠来往せしこと幾度なりしぞ」とあり、非常に昔から憧れた土地であるということから、旅行誌が始まるわけなんです
。
これがすさまじい旅行となるわけでありま
して、まず七月十四日長江を下りながらどんどんどんどん南のほうに行くわけなんですが、根津の表現を借りれば、氾濫流溺と言いますか、大洪水に巻き込まれまして、死ぬような目に過
。
それはどういう表現をされているかとい
いますと、今日のご報告では引用しなければならぬところがありますので、お耳障りかと思いますが、どうかお許しいただきたい 思います
。
「舟は急転直下、滝には幸い落ちなか
ったが績にな
っ
て
一直線に流された
。舵が効かない、櫓も効かぬ、水は早い、
あっという問に林の中に舟が入った
。立木が多い
。
「老板、
小心
！」
。柱が前に現われた
。
石がある
。
船腹につきそうで
ある
。
大変、しま
った。」
と思った時にはもう遅くて、その
まま水の中にドポンという状況に りま だいぶ流されるわけですね
。
いったい友達はどこにいるのかといろい
ろと心配するわけなんですが、幸 にして六人とも後から来た舟に拾われ、
こ
れで助か
ったなと思うとこれが、そう
は問屋が卸さない 今度はその舟 非常に危ない状況でギシギシいってい
。
そこで彼らはこういう言い方をするわ
けですね
。
川
の流れはどうな
っているか分からないという
ことで、「方角が不明だ
。
本流にでも出たら大変だ
。相手が
どうなるか分からない
。
この状況では、それにしても、六
人がみな生還することは難しい
。
だから一人でも陸地を踏
んだ者は
この状況を書院に報告し、後始末を万事頼む」と
。
ここで死を覚悟するわけです
。
ただ、しばらく経ちますと、その濁流も
止
みまして、や
れやれという
こ
とになって四
川
を目指す、憧れの四川に向
かうという となんですが、
こ
の四川というのは辛亥革命
の地域の
一つでございまして、その
真っ
直中に入
っ
てい
っ
てしまうわけですね
。
濁流から逃げれたかと思ったら、今
度はいわゆる革命軍に周りを取り囲まれまして、怖い思いをするわけです
。
「数十の
背
龍万は翻り
、数十の火縄銃は差
し向けられておる
。
道の真ん
中
に布団を広げ、こまごまし
たもの、調査の材料などを ち ち並べたてた予は男らしく彼らに示した」と
。
その間
一緒に付いてきて案内してく
れた
中国人が、泣きながら革命軍に、彼は日本人であると
いうことを弁明してく るんですが、たまたま
当
時の書院
生は鱗髪されている方が多くて、そ 然髪はなんだということで
、
すったもんだありまして、結局日本人ということ
が分か
って、九死に
一生を得るという体験をされています
。
この一九
一一
年、第九期生の四
川
班というものは、九死
に一生どころか
、
二十七死に
一生を得たような体験をされ
ているわけです
。因みに私は日中関係史が専攻でございま
すが、これは当時の若 方が古いたものですけども 辛亥革命のさなかにあった当時の
日本人が書いたル
ポ
ルタージ
ュと言いますか、記録記事としてかなり質が高いものであろうかと考え おります
。
これが先程根津さんが
言っ
た氾濫掩溺と
、
それから革命
の戦聞を紡寵する一つの例だと思うわけでありますが、も
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う一。例を挙げさせていただきます
Q
これは第二十二期生の、山東省であちますとか、徐州の
方でありますとかを旅行された方であります。期間的には一九二五年、大正十四の五
R
ニ十西日から八月七自にかけ
て接行されておるわけですむで、この二十五年はどういう年かと言いますと 上海で結綾工場を中心とした、詰本あるいはイギリスに対す 大規模なストライキが起こ して、反英運動、震毘運動とういものが非常に高まる時期だった。一九一九年の対都中二十一ヶ条 要求以来、中罵の人々の日本に対する意識というのは非常に険感化していわけでありますが、この締結工場のストライ々が勃発することによって、俳自の波が中回全土を 特に都事態を穫、っというような状況心なるわけであります。そしてこ 第二十二期生の、山東地方を旅行された は、こ 排日の波に巻き込まれるわけであります。具惇的に読みあげさせていただきます。まずある旅館に
入るわけなんですが、「七丹七 ワイワイ蟻ぐのに自を覚まされた
9
支那人が黒山のように押しかけてきている。あ
たりの壁と言わず、告本人に宿を貸さず と経済断行、日本人と言葉を交うるべからず 日本人中国の奥地を探る、等と普いた を、一夜の中にベタベタと銃数に姑つであ 。麟を洗う較もなく、寵の悲爺が膏くなって飛び込んできた
G
すぐ出ていってくれと一一語、つむ荷故だ 聞いたが要領 得者い。鰐でもいいからすぐ出ていってくれ。」 うことで朝得飯も食べずに旅錯を追い出され しまう
a
追い出され
てそれでも済むかと言 ますと。そ あと窮民、太肢 先頭に押しかけながら学生のデモ行列が寵に着いた
入。その豆百人が彼らの出たあともずーっと、鵜帆、太鼓を鳴らしながら、「日本に婦れいというようなことで追っかけてくる、という状態が続くわけであちます。
これがたまたま泊まった町だけかと設いますと、次の轄
に来てやれやれと思うと どこか 連絡が来たのか分かりませんけど、やはりそこに龍んでいる中関人の学生が中心になられて、先程と同じような 況 展開される。｛倍屋の主人が出ていってくれと して出ていこうとする 、やはり後ろか 、機供、太鼓でもって反
Eを呼びながら、学
生を中心とした数百人の人々が持いてくる。そしてその荷も逃げ出すようにして次の町に行く 、やはり同じような状況が続いていく口結局青島 すぐ手前まで、そう う状認が続くわけであります。
この日誌の段後に、このこ十二期生の山東誌の方はどう
いうふうに惑いているかと設いますと 七男二十一日 朝に青島についたわけなんでありますが 「患えば長い旅であった。すさまじい旅であった。試練の旅であった。幾境議らの（彼らとは自分速なんですが） なこから一課がこぼたことだろう。だがそれも今は去りし日の追憶とな てしまった。おお、健気 も諮った五人の若人
J
という結び
であるわけですね 大旅行の半分というものは、排日の波に押され よ、つに普島にまで、非常に表現は患いんで流されてきてしまったというの 、まあ妥当な表現じゃないかなと患っているわけであります
G
要するに革命の戦開ならぬ携毘の波に飲み込まれてしまったわけです。これは第九期生の例と第二十二期生の例というのはドラマチックな、すさまじい関で為ちますけど 、
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その外にもいろいろと大旅行誌を見ますと、この手の体験というのは随所に出てくるわけであります
。
天然災害にあ
ったり、革命の中に巻きこまれてしま
っ
たり
、
特に
一九
一
九年以降というのは
、奥地に行きますと日本人の数も少な
いので、排日の、
日本帝国主義を体現するものとして攻撃
される
。
彼ら自身はそういう意識はないんですが、そうい
う攻撃の波にさらされる
。それであるがゆえに戦後、その
ような解釈がなされてきたと思、つんですが、要するに
、
日
本人が何でこん 奥地まで来 のか
、何らかの軍事的な
目
的があって来るんじゃないか
。
品の悪い
言
紫ですがスパイ
ではないかという凝 をかけ れて、ス
パ
イというのは国
際法で銃殺ですから、非常に危ない目をみている
。一
つの
期の旅行班ですね、八班ぐらいあるうち一班ぐらいは、必ず軍事探偵と間違えられるというよう 体験 され、不快な、不快ならまだい んですが 思 をする
。
それから
、
病気になられて
、
熱病でありますとか、ある
いは風邪をひいてし って肺炎になって
二
週間近くも病に
伏すというような体験をされた方もあります
。
これは大旅
行の時期に共通して ることなんです 、先程
『地球の歩
き方
』
とか
『エリアガイド
』
とか言いましたが、一流ホテ
ルでありますとか、外人向け ホテルに泊まっているわけではないので、時には野宿に近 こともや
っているわけで、
どうしても南京虫でありますとか、シラミであり とか
、
そういう害虫に毎
日
のように悩まされるというようなこと
、
これは必ず記事に出てきます
。
ある方なんかは、狂歌
、戯
れ歌みたいなのを作っておられまして、「人は知 ずやオルドス眺め
、黄河望みてシラミ取り」というような歌を作つ
ていらっしゃる方もおるわけです
。
今申し上げましたように、大旅行というものはすさまじいものであ
ったというふうに
言
えるんじ
ゃないかと思いま
す
。
出発の時に書いたものを読みますと、まさかという意
識ももちろんあるんで ょうが、少なからず、死を、場合によっては死ん しまうんじゃないかというようなことを意識された方もいら
っしゃるようです
。
それでは
、
このすさまじい大旅行の中で、彼らはどうい
うことを意識し
、またこの大旅行が彼らにどういうインパ
クトを与えたか、ということについて、今日のお話しのメインになるかと思いますけど 、それについて話を進めたいと思います
。
よく
一般的に特に哲学などをおやりになっ
ている方がお舎きにな
っていますけども、旅というには
一
つの、人間の思想、思想を深める材料
であり、旅をするこ
とによ
っ
て
、人間というものは日常の
自
分というのを客観
的に見直すきっかけになり、ま 当然距離を移動して るわけでございますので、新しいものを発見 る契機にな
。
そして
、
歩んだ人生とは何なのか
、
それから大きなことか
どうか分かりませんけれども
、
国家とは何なのかとか、そ
ういう抽象的な
ことを改めて考え直す
一つの契機になる
。
これはその通りだと思うわ であります
。
自分の体験に照らしてみても、外国などに行きました時に、日本で 常識と考えられて るこ がそこ
では常識で
はないと
。
では日本の常識はどうなのかと考え直す機会に
なったり それから日本人
と
はなんか、あらためて自分の
三
十数年間とはどういうものであ
ったか、そういうことを
考え直す機会 なっていく
、自分の体験に照らし合わせ
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みるとよく分かるわけです。
幕末の志士と一一言いますか、思想家と言いますか、革命家
と一一目いますか、吉由松陰という有名な人がおりますが、やっぱ
hリ甥議、捺ですね、関避というのは求道であると。接
というものは、人間の心を活性北谷せる一つの契機である、ということを古問松陰辻言っていますけども、正にその通りだと思 ます。要す に競というのは、異次元への移動である。その異次元の中で、自分の生きていた次元というものを考え産す一つの契機になるわけであります。彼ら書院生にとって、大旅行 いうの辻正に異次元への飛類であったのではないか ふ いい考えているわけ 与そして、真の中閣を知る、もちろんそれ以前に上権というところで勉強しておちますので、上様 当然中国です ら、中間のことを学んでいるわけですから、充分中国を知いるんですが、より真 中国を知るよ になる契機 なったのではないか いうふうに考えるわけ あります。話が前後しますが、上海も今、当熱中国だというふうに
申しました。もちろん日本から行った場合、上議 異次元なので、日本を考え喜一す一つ 契機にな ん が、上海が当時果たして真の 国かどうかということは 国土は中間ですし、主援は中間のわけですから、 ちろん中国なんですが、もっと抽象的な意味で、来たして上樽が中関であったかどうかというの 、怠 甚だ疑問 あると考えるわけなん 。これは当時の議院 方なんか も そ うふうに考える方がいらっしゃいまして、その典型として、プリントのニのはうに、最後の結び ところ 、「米内山崩夫のこと」というふ 書いてあ与ますけども、 の 内
出さんについては一番最後にご説明申し上げますけれども、この方が、出掛中学時仕から、非常に筆まめな方でいらして、後に外務省にお入りになりますけども、外務省時仕に日記を全部残されていらっしゃるんで ’が、その方が間文書誌時代に、上海のことをどういうふうにお書きになっているかという となんですが、こ けいお書きになって わけですね。
「生き馬の践を抜く上海と替われるが、実際、だ。平和を
叫び文明を標携する上海である その実真実の以前を探って見れば、本当に生き馬の目を抜く殺閣総畿な格闘場である。文明か野蛮か、平和 戦争か 全く訳 分か ない、ぞれが上海の実相である。ああ、 はわけの分からないところだ。皆から上海は上場第域 呼ばれて、域部の中に十六世紀を急め込んで（中略）全く背の酉影そ ままである。その上海県械の外にまた支那街がある。そのまた にあるのが外毘人のいわゆる上海で 仏難路介、共同租界のニつ分かれているむ組界は欧米式新霧と うべき二十社紀の新車誕だ
Q
大震高楼認を衝く
G
夜の市街は設よれソも明るい。
定率が来る、自動車がとぶ、 くのごとく十六設紀の上海もあれば、一一十世紀の上海も島 。 はまったく訳群らないところである。」
というふうに、当時の二十識の米内山青年は書いている
わけです。ちょっと表現はきっくなりますけども、中国であって上海というのは中国で誌ない、ということが言えるんではない しょうかむそういうところでやはり彼 は大陸にある種の志を抱いて開文書院に入学する壷わけで 、真の中間に触れたいと 思いを強くし 行ったんじゃな
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いかと思うわけですが、真の中国を知る契機となったのが、この大旅行であったのではないかと考え わけであります
。
先程の
、
二十二
期
生の方が
出発に
際して、そこはプリン
ト
のとこでも引用させていただきましたけども、こういう
文章でかいて るわけです
。
「現実の超越、旧い自己の打破、
そして永久に新しい生命の創造苦 外 どこに本当の人生があろう
」
と、大旅行への熱い思いというのを瞥かれてい
うわけですね
。
要するに真の中国を知る、それから異次元
へ飛期するという、希望と言いますか
、
思いというものが
そのよ に表われ いると思うわけであります
。二十二
期
生の方は先程お話し申し上げましたけども、械かに現実の超越とか、旧い自己の打破であったことは事実なんで が、すさまじい体験を、排日の波に流されるすさ じい体験をされているわけでありますが、そういう事実 らの超越、異次元へのジャンプと
言
いますか、そして其の中国へのジ
ャンプというような
思いを抱いて、
書院生と
いうものは大
旅行にいったわけであります
。
それでは彼らは
、そこ
でどういうことを感じたかという
ことを、幾っか簡単にお話ししようと思う けですが、あくまで私の先入観に基づいた分け なわけで
あ
りまして
、
ざっと、 いう言い方は失礼でござ ますけども、目を通した時に、だいたい五つぐら に分けられるんじゃないかと、分けてみたわけです
。
一つ
目は近代文明への懐疑というような言い方をしまし
たけども ご存じの通り明治維新以来、日本というも は、富国強兵政策のもと 聞をどんどん大きくしていったわけです
。
その目指すところは、福沢諭士口の脱亜入臥という言
業に象徴的に示されるように、ヨーロッパ社会、ヨーロッパ文明
、文化に関し
てはヨーロッパ
。
それを導入すること
によって、今度はヨーロ
ッパ
に追い付き追い越せ、という
ことを
一つの国家
目標
と
したわけであります
。
現在もその
名残というのは残っている気がいたしますが、近代ヨーロッパ
社会あ
る
いは欧米社
会というものが
、基
準と
言
います
か、プラスのイメ
ー
ジとして捉えられているわけで
、先程
福沢諭土ロの例を申し上げましたが、福沢諭吉の脱亜論については
、
単に脱亜ということではないんだというふうに、
最近、指摘されていら
っしゃる
方もいますけども、皮相的
な見方なんですが、表而 字句を見る限り、悲しき、旧き隣人に別れを告げて、新しいヨ
ー
ロ
ッパ
文明を迎えるとい
うよう 、これはあくまで字句を遂
つて
のことですけども、
そういうことを主強しているわけです
。
この福沢の
言
葉に
象徴
的に
表われておりますよう
、ヨーロ
ッパ近代という
ものが絶対的に近い次元と 当時の日本
、明
治
以降
生
まれたような人々の、特に若いインテリ 頭脳 拘束していたところ あるわけ
です
ね
。
ですから後に脱亜論を説い
た福沢自身が非常に皮肉を言っておりまして
何かおかしな、
変なことであってもこれはヨーロッパのことだと
言
えば、
そうか、ぞれはいいこと んだというふうに考え 風潮が今の日本にはあるんじ
ゃ
ないかと
。
ヨーロッパ近代という
ものが、絶対普として存在していた
と
ころがある、と思わ
れるわけです
。
特に上海なんかでもやはり、現
実にヨ
ーロ
ッパ近代とい
うものが大挙して押し寄せているようなところがあり、現実問題
にし
ても中国人をヨ
ー
ロッパ人が抑圧しているとい
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うところがありまして、やはりヨ！口ッパが強であって、アジアが弱であると、極端な雷い方をすると、ヨーロッパはプラスであって、アジアはマイナスであ いう考えが強いところも、全てが全てではないですが、そういうふうに患っていらっしゃる方もかなり多かったんじゃないかと思うわけです。ところが、日本も近弐というには、近代文明と言っていいかどうか分かりませんけど、一応近代文明を目指していた日本、そして中国の中の近代文明 大挙して押し寄せ
きている上海から、何と一習いますか、全撚近代 、中国の特に奥地ですね、お話与しておきますけど 私が近詑であるとか近代でないと という時に 面檀設を入れ串し上げているわけではないの 、 閣の近代 ない 設う場合、これは差興的な雷い方をするわけではありませんで、聡史的黒語としてのヨーロッパ近代を基準に た場合の近代で守口そういう、近代でな 中罷の奥地へ行った蒔に、や捻り最近はギャップと設いますか 悩まされるわけですね。たとえば尾範なはなしで恐縮 すけども、トイレなんか しても すでに 海なんかでは本法のあるホテルもあるわけですけども、そういうところから、帯住学的にはあまりきれいじゃないようなトイレを使うとい ような体験というのを、いろいろする。非常に怒れて ると うような見方が、旅行の最初のうちは出てく ですがれがだんだん時聞が経つにつれて、ちょっと持てよと うふうと考えるように ってくる傾向がど も、あったんじゃないか。その倒を幾っか挙げようと思います。
まずこれはあまちにも、最近ある方の発震で、話本田中に有名になった中器入の生活様式なんですが、ある方とい
うのはいろいろと話題を多く発言される方で、ある保守政党で、もと器禁の方なんですけども、その方が、中間人は穴の中に生んでいるから、非常に遅れてると、遅れた生活であるというような発設会して、物議をかもしましたむその発言によって有名に りまし 客洞（ヤオトン〉ですね、河北省の。こちらの辻 に非常に多い、讃｛八 撮って、きちんと住居風 するんですが、そういう穴の生時ですね、ぞれについて書能強はど い 言い方を いるかといいますと、客謂という設い方はしてはおりませんで、穴語、穴の生器という書き方をしておちます。設いているのは、一九
O
人年の第六期生の人ぜす。例の、問僚の方の発言さ
れる八十年前、その時に霧拐 訪れた方が、どう う発言をしているかと奮いますと、「帰北城 一千票にては多数の穴賠の民を見たり。黄土の山の南面する所に 必ず 一間四万くらいの人口を宥する穴十数留 連るあり。内部は意外に広く、四警 川町く邸きた ば一種 光沢を荷び、議浄ぶして家其の整頓も普通の住宅より，は秩序あるが如し由夜じ入れば各穴に灯火浅 、時に騒馬の鳴くを開く等、なかなか風流なり。住民に開けば 弘、破夏冷にして 普通の家屋よりは住み心地の良きこと数等と容うじ いうふうに いているわけです。
要するに河北の風土とか、そういうものを考えた場合に、
非常に合理的な住居であるむ自分で体験しても非常 住み心地がいいと。そしてそのあとでは、控史の中では穴 中に住むというのは、最初に人類がやったことで島って、遅
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〉守
警
場麺山
東亙同文書院大学｛海格路臨時校舎） の図書館
れてるというふうに言う人がいるけども、実際こういうふうに自分で体験して見ると決
し
てそうじゃない
。
合理
的
で
気候風土
に合っているんだというような往き方をしていま
す
。近代的な東京でありますとか上海の住居から比べると、
写真だけ見ている上では非常に原始的な生活だ 、実際は理にかなった生き方 はないか、というような感想をもらしているところがあります
。
それ
か
ら、これ
は何
と発音するんでしょうか、
小
さな車
です
からショウシャ
ですか
、
一輪車のことなんですが、こ
れが河
北、河
南のほうに非常に多いというような記録がご
ざいまして、これは
一九
一一一
年に旅行された第十九期生の
方です
。
この方は最初
一輪車の姿を見た時、
人力
でやるよ
うな
一輪車を何で今頃使
っているのかと怪訴に思っている
わけです
。
もちろん自動車なんか当時まだ普及しておりま
せんから
、上海でも馬車とかそういうものが主流だろうと
思うんですが
、馬力
ではなくて人力でもって
一輪車を転が
している
、
たいへん遅れている
。
最初はそういう考え方を
持つんですが、所 今回の前を往来している
一輪車を見て
、
今までの考え方がガラリと崩 て ま
っ
た
。
そして恩師の
意見をなるほどと思った
。一
輪車がいかに合理的かという
ことを講義中に説明された同文書院の先生がい っしゃったようなんですが、「日本のいか
に優秀な精巧な率でも
、
二
、
三百斤の荷 積ん
一尺幅の道路を進み得る機関があろう
か
。
また六十度ないし八十度勾配の断壁を上下し得る人力
運搬具があろうか
。」というふうに文章がつながっているわ
けです
。
この山岳地術を、かなりの訟の荷物を運ぶには、
馬力であるとか
、あ
るいは当時
一九
一一一
年ですから、もう
l司文Vf院記念輔i 22 
そろそろ自動車なんかも出てきたと思うんですが、そういうものなんかよりも、やはりこういう一輪車というものが非常に効力を発揮していた。場所が変わると物も変わるのであって、これは非常に合理的なものである、というふに書いているわけです。それから、中国というのは非常に洪水が多いわけなんで
すが、先程の第九期生 か、洪水に巻き込まれて、死ぬような思いをされるわけなんですが、その洪水について、別の班の記録で、洪水の後で水の引いた後を書院生が旅行して、これはどうしょうもない と、最初考えるだけなんですが、中国人の考え方を聞いてみると、はてなと考えるわけです。だいぶ稲なんかが水に佼されるわけですね水の後 ので。それを見て これはひどいじゃないかいうふうに中国人に聞きますと、その中国人 答えというものが、「今年は湛概が く行き届いて先ず豊年だ」、とう答えが返ってきた。「いよいよ支那は不思議な だという感じがしてならなかった。」日本で一一百いますと、田んぼにちゃんと水を引いて人工的に田んぼを築いて、それなりに、特にヨーロッパと接触するようになってからは ヨーロッパ 槌概技術を導入 、近代的な技術でやっていくわけ んですが、 ういうところにいた人聞からすると、自然に任せるままに洪水が来て、洪水が引いた後に、非常に黄土というのは栄養 豊富な土ですから、それが行き渡 、今年は豊作である、と答えが返ってくる
c
そうすると、いったい、遅れてるとか
遅れてないとかいうのはどういうことなんだろ 、近代技術とはどういうものなんだろう ということを こで考え
るようになるわけなんですね。
それから、よく言われるのは、近代以降の日本というの
はガリソン政府である。兵営国家である。軍隊と、巡査ですか、警察というものが非常に威張っている。それが国民を苦しめ取り締まっているというようなことが言われてますけども、そういうそのガリソンステイトと言 ますか、非常に官が強いと言い すか、巡査 り、兵が強いということからいきますと、ど もこれは、時期的に各軍閥がお互いに相争うというような状況がありますから そういうのを割り引 なきゃいけないと思 んですけども、そういう日本のように非常に強いと言いますか、好い言 方をると規律がある、悪い言い方をします 国民の上で威張っているというような軍隊、警察であるとかを目の前にしてきた人々からすると、どうも中国の巡査でありますとか兵隊というものは、非常 頼りなく見えるわけで 。ところがそういう、中国 巡査であるとか、兵隊を見て ると、だんだんと考え方が変わってきまして、「 うして支那の巡査や兵隊の役目が勤まるかと思えば不思議 も感じられが、支那はこのくら が最も妥当なものである。し て密かに老大国の平和を維持すべきであろ 。」要するに中国はこれでやっぱりいいのかなあ いうようなことを 感想でもらしているわけです。そのあとに続け 、どうも日本というのは巡査であるとか が 少し威張過ぎているのではないか、というような感想も付け加えているわけです。
いくつか例を申し上げましたけども、要するに、日本が
目指してきた近代国家のあり方であ ます 、一輪車
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場合は機械ですけども
、こ
ういう機械の問題であるとか、
農業滋統技術の問題にしましでも
、
それから兵隊にしても
巡査にしても、ある種の官の機関ですけども
、そ
ういう官
のあり方にし
、近
代、
これはあくまでも日本が目指し
た近代でしょうけども、そういう近代文明という のが、果たして全てに妥当するのかと
い
うようなことを
、
彼等は
旅行の過程で味わうわけであります。
こ
れは
こういう言い
方をしていい かど か分かりませんけども
、
そういう意
味で旅行の過程で彼等が、近代日本が目指してきた正に近代文明に対する懐疑、懐疑とい 言葉は大げさですけども、そういうものを抱い の はな かということを第一点として私は感じました
。
第二点としまして
、
当時の日本といヨのは
、日本国自体
が世界の強固になる
、近代化して世界の強固になるという
こと、富国強兵を目指してい ありまして、その中に生きている若い人々というのも
、ある
程度国家と自己を
同一化していく、国家と共に自分
も
大きくなっていく、そ
して自分が立身出世することによって
、それが即ち に
貢献するんであるという共通の価値観
、
特に優秀なインテ
リの方にそういう価値観を持っている方が多かったと思、つんですが、そういう人生観というものが、一得点検する一つの契機になってい はな か
。
例えば第十三期生の
、
大正四年、一九一五年に東北部の
ほうを旅行されている方なんです
、
こういう感想をもら
しています
。「都をだん
だん遠ざかると、田
舎は真に
田舎の
刺激を与える
。
樹木の数もだんだん少なくなってくる
。処
処に原始的な人家が見える
。
そんな寂しい、そして名
誉も
なければ富もない、天の恩恵のないところに住んで
、
なお
愉快に働い
ている支那人を思うたなら、吾人に何の煩悩が
あろう
。また何の不平が、何の野心があろう
。
天の思恵と
社会上との幸福を享け尽
く
しておる日本人に不平煩悩があ
るとしたら、それは己の幸福を解しない盲目の人であろう
。」
というふうに続いているわ でありまして
、人間の幸福と
いうのはいっ い何 んだろうかと
。
ちょっと表現が先入
観というか差別観がな と 言えませんけども、名誉もなければ富もなくても
、
天の思恵もなくても、なお愉快に働
いている中国の人がいるではないかと
。
いったい
こ
れは何
なんだろうか
、
ということを感じているわけですね
。
それから、もう少し後の世代の方なんですが、どうも日本人の幸福観とか目指すもの いうのは、やはりヨーロッパ的に考え過ぎ
いるんじゃないかと
。
中国人のそう う
幸福観とかいうものは
、もっと違う価値観に根ざしている
んじゃないかという
ことを
言っている
人もいます
。
「支那人
は外国のものを模倣する 下手か しれな
。
しかし支
那には外国人が知り得 支那精神が流れ のであるよという言い方をして るわけです
。
従って彼等の人生
観というものを日本である か
ヨーロッパからみて
、
かわ
いそうだとか
、そういう見方をするというのは問題がある
んじゃないか
、とい
うような言い方をしているわけです
。
こういう表現と
いうのは非常に多いわけですね
。
ところ
ど
こ
ろで
、農作業の
休
みで
、孫と遊んでいる中国の農民の
方を見て、あれが無為自然なのかと感じたりですね、あくせく働いて出世して、国家のために尽くして、自分が い給料をもらっ
、いい
ところから奥さんをもらうと、そう
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いうような人生観というのは、果たして人間の幸福に通じるものなのかどうか、ということを、少なくともその旅行の過程の中では、少なからざる人が感じられたんではないかという気がするわけです
D
これが今までの人生観、日本
的な価値観に根ざした あるいは日本的近代の価値観に根ざした人生を再点検 、一つの契機になってき んではないか。
以上二点が、人間の生き方であるとか、自己の日常に対
する再点検であるとしますならば、次は中国、あ い 中国と対立した場合の日本 考える一つの契機になったんではないかということを、三、四、五で並べてみました。一つは、上海から出ることによって真の中国を知ったんではないかというふうに先程申し上げましたけども 中国とってもいろいろなんだと。いろんな多面性が重 っ 、場所によって性格も違えば風習も違うんだということをそこで味わう。一カ所をもって即中国というこ は言 ないんじゃないかということ 、書院生達は強く感じたよ です。簡単な例を言いますと、これは何人もの方 体験されているようなんですが、南の方に旅行された方なんですが、上海同文書院、これは当然、標準語を習われてるわけですが、これが全然広東の人に通じない。せっかく我々はレベルの高い授業で中国語を習 いるのにこれが通じな果たして同じ中国であってこれだけ言語が通じない いうのはどういうことなんだと
D
北と南というのはだいぶ違う
ところなんではないかとい 意識を、少 からざる人 体験されているようです。
また中国というと、
一枚岩的にとらえていたところが、
東北部のほうに行きますと、清朝時代に強制に近い形で移住させられた人がいて、泊朝時代に権利というものを制限されていて、その結果辛亥革命以後も悲惨な状態にある。中国内でもそれなりの差別はあると思ったけども、こんなひどい差別があるとは思わなかった、 いうよう ことを体験されていますし、それからモンコル、今の内蒙古自治区のほうに旅行された人 いうのは、基本的にはモンゴル人と中国人というのは、どちらが悪いというこ ではなくて、性格にかなりの違い 。同じ中国国民だけども、性格がかなり違、つんではないかということを体験しておるわけです。そして清朝時代に政策じゃありませんけども一ヵ所に移住政策のようなことを唱えて、モンゴル人というのは先程の、東北部 移住させら た中国人と同様非常に生活状態が困難であると。 れは大きな問題で、これをど するかというのが、これから 中国の一つの課題となるんじゃないか、という感想をもらし る人もっしゃいます。要するに中国というのは必ずしも一枚岩ではなくて、内部にやはりいろいろな矛盾を抱え込んだ 民族の問題であるとか、それから同じ中国人、漢民族であってもそこにやはり、区別というのか差別というものが存在する、 いうようなこ をそこで体験する。中国の多面性という言い方とは違うと思うんですが、頭の中 漠然と描く中国 はなくて、いろんな側面があるんだとい ようなことを体験た、ということを第三点として挙げられるのではないか。第四点として、大国日本観の見直しと言いましたけども、日清、日露の、当時の日本として り国力をかけた大
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戦争をやりまして、東亜同文書院ができた時にはまだ日露戦争に入っておりませんけども、間もなく日露戦争が始まり、留保付きですけども日露戦争に勝ちまして、
一応小国
から極東の大国へと格上げになるわけです
。そ
うすると、
アジアの中では日本というのは
一等国
なんであるという意
識というものを大部分の
、九
割以上の臼本人が持つように
なったと思うわけ す
。
これは今日的視点から見ますと批
判の材料になると思いま けども、当時の
小
国が大国ロ
シアに勝
ったという状況の中では
、
国民の大多数がそうい
う意識を持っても、反面致し方ない・ ころがあったと思うのですが、こういう大国意識ですね、括弧付き 大固 わけですが、当然欧米にはまだ追つつかないわけです
。
大国
日本という意 つぶされてしまうわけですね、その旅行の中で
。
英米にはかなわなくても、アジアの
中
では一等国
である、ロシアも破った
一等国であると、俺達は偉いんだ
という意識を、当時の背年は多かれ少 れ持ったと思うのですが、そういう意識というものが、簡単に壊されてしまう
。
壊されるというのも
、徹底的に
議論し
、批判
されて
壊されるというのではなく、軽く なされ しま
。
何だ
かんだ言っても、例えば今の日米摩擦とかそういう問題にある、日本は経済力は強いけど実際は政治
三
流国であると
か、そういう形でも
って鼻っ柱を折られるということでは
なくて、軽くいなされてしまう
。それが却って、彼等にと
っては大きなショックなわけです
。
例えば中国の中原のほうに旅行したグループ、これは
一
九
二五年
に旅行しているグルー
プなんです
が、山奥の
一つ
の村に入る
。そうしてこういう体験をされるわけです
。
「一
., 
体彼らは日本なんか何処にあるかさえ知らない
。
支那四百
余州の
一部分と思っているのだ
。
その証拠に
、日本は何省
ですかと
聞
くを以ってしでも明らかだ
。
こういう聞き方を
される
我々はまる
で神様か何かのように尊敬される」と
。
格好が違うもんですから、ちょ
っと変わってる
。
じゃ、お
前は日本というところから来たと
言
うんなら、いったいそ
れは何省に所属しているかという聞き方をされるわけですね
。
その
山奥に住んで
いる方というのは、日本の存在すら
知らない
。
これは
ショックであ
っ
た
。
今の日米摩擦じゃあ
りませんけども、いちいち論点を挙げて
批判
されるよりも
、
お前の存在 んか知らな よ、 なされてしまうわけですから、いくら日本が強 と威張
っていても、知らない人
附
に対してはどうしょうもないわけですから
、
プ
ライドも
へったくれもなくなってしまう
。
大国大国と思
っていても、
何千年も悠久の時を生き きた中国の
一般の民衆にとって
は、日本なんてそん もんだという意識を持たざるを得ないわけです
。
似たような体験というのは、昭和時代に
ってからも体
験して る方もいるわけで、これは満
洲、
東北部の奥なん
ですが
、当時もう、昭和期
ですから日本の勢力というのは、
日本近代史の中で、満洲でかなり大きな力を持
って
いたと
言
われてますが
、
その東北部で
、あ
る中国人の
一行と
一緒
にな
っ
た
。
その時その中国人がいろいろ話しかけてきて、
その感慨はしごく良好だ
った
。
とにかくウルサイ位やって
きて話す
。
そして彼らのほとんどが、書院
生の
姿を見て、
高麗人、つまり朝鮮の
人
であろうというふうに
言
う
。
いや
迫うんだ、低迷は日本だと説明してや
っても、朝鮮は支那
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の部だ、という答えが返ってくる。昭和という時代に入って、しかも満洲東北部ですね、ちょっと奥のほうに入ると、百本なんて知らないよという答えが返ってくるむ大盟意識というのを多かれ少なかれ持っていたにしても、そいうものが完全に飛ばされてしまうと言いますか、大国大留と思つでもある種の自己 足じゃないかと うようなことを描感させられてしまう 体験を荷入かの方はしているわけです。五番自としまして、日本の正義への懐疑というようなこ
とを書きました。特に明治維新以後、日本というのはヨーロッパ列強の文明を取り込むことによっ 、羽
lu
ッパ列
強に対抗していく。それで不平等条約を撮騰して、それをアジアにも茨ぼして、列強の帝国主義からアジアを救 。ぞれが、日本が海外へ出ていくことを正当化するための百薬としてよく使われていたわけなんですが 当時 若い人はそういう正義というものを器じ 実際そのつもちでいろいろ行動された方も、結果賞授 主体質任は別だ いう話しもあり、結果云々 替 つと ろんな問題が出てきますけど、主体的には正義を信じた・方が非営に多かったと田中、んですが、日本の歩み方はこれでいい か いうよ なことを、旅行の過程で少なからず彼らは体験 を記銭の中に残していくわけです。特に一九｝九年の対華二十一ヵ条の要求以降は特に中国
奥地での都車部において、先程の二十二期生への反告 波日本人の数が少ないわけですから 日本帝間主義を象徴するように向こうには晃えたんだと思いますけども、反日連動の波をかぶってしまう。そう う状況 中で、いろんな
体験をするわけなんですが、当時中国から日本に、日露戦争”以後惣学された方はか令与の数にのぼるわけですが、そういう方が単に上沸とか北京のみならず、地方の都事令んかにも学校の完全でありますとかいるわけです。ぞうすると書院の学生が来た時に、日本語ができるし、懐かしいということもあって、自本語で話しかけてく 非常にジエントリ
i
に話しかけてくるわけで、喜んで対応し
ていると、話し方はもちろんジエントリーなんですが、日本に対しては好感情を持っていない。日本に在与し過去を思うと、壌かしいと そういう患いよりも、むしろ協しいという感情が出 くる。そしてこう う言い方をされたりするわけですね
c
「E本留学中かつて蒙与し思辱と侮碍とを
電い出し、却って反惑を持つのである」と
G
そういう体験
をするわけです。自分遠心対する態度 ジエントリー 優しいんだけども 総体としての日本に対 披らはどう患っているかというと、日本留学であるにも関わらず 留学中に侮場的な扱 令受 たというこ で、非常に反担的になっている。こういう人々の考えと うのは、必ず将来司本にとってマイナスにな 。その資任はもちろん日本 ある。というような見方をしているわけです。そ て の種の日本留学組反日派と いますか、こういう方々に数多く、書院生はお会 にな わけですね。 当に義信的な人と会ったという記錬もありま 。ただ、皮 派の人のがかなり多いのでびっくりし と ような記録 、ところどころに出てきます
D
また目のあたりに、東北部でありますとか、そういうところでの日本 の活動ですね、箪人で か 官僚
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でありますとか、それから変なタイプの人間もいますけども、そういう人間の活動を見て、これでは中国の人々の心が日本から離反 るのも無理ないというような感想 、もらしている方が多いわけです。例えば一九二
O
年の第十八
期生の方なん すが、これは対華二十一ヵ条の要求 五年後に南の方、広東省の方を旅行された方なんですが、こういう感想をもらしているわけですね。「日本でもこの頃は憎むべき我利亡者が増え 一方である。だから四百余州を歩いて、孤軍奮闘して祖国と中国との緋になって親善を築き上げる後から、不可解な官僚 軍閥、および我利技利の資本家、何も分からぬ支那ゴロが寄ってたかつて壊し しまう。」そしてその結果、「支那人は決し 日本人の言葉を信用するに至らない」と。必死になって親善をやっている人聞がいるにも関わらず、官僚、軍閥、我利我利 資本家、何も分からぬ支那ゴロがやってきて、せ かく日中友好を築こうとしている のをみんな壊していって まう日本人のあり方を目のあたりに見て批判しているわけです。今日でも、こういうことを申し上げていいのかどうか分かりませんけど 、中国ル
l
トでありますとか、あるいは
台湾ル！トの阿片の問題、麻薬の問題というものが大き社会問題となっているそうでありますが、当時の中国でもやはり阿片というものが大きな問題であっ 、その中国人の阿片商人の元締めには、日本人がい らしい。 うことを っているから、日本人は排日の対象 なっ しまうんだというような記載、感想をもらして 方も らっしゃいます。場合によってはアメリカ 進出 や 方と比べて、アメリカの場合には非常にやり方がうまい。要する
に文化的な施設といったものをどんどん使って、頭を引っぱたくようなやり方をしないで、孤児院を作るとかそういうやり方で、いつの間にか中国人 心をとろけさし しまう。これは背後にアメリカの帝国主義の野望があるんだろうけども、このやり方でやられたんでは当然日本はかなうわけはない、という 感想をもらしている方もいらっしゃいます。
日本国内では大陸へのロマンと、アジア解放というよう
な正義が説かれていたんですが 実際には中国で、全ての方ではないですが、官僚 軍閥 あるとか、あるいは支那ゴロというの どういうことをやってい かということを彼らは目のあたりにし して、果たし 日本で喧伝されているような正義というものが、その通 行なわれているのかどうかに対して、懐疑心を持つよ にな ったんではないかとい 気が、私は た
一から五まで、簡単にまとめましたけども、さらにひと
こと言う らば、この大旅行 彼らにど いうインパクトを与えたかと言いますと、やはり文明 対し も人生に対しても、それから日本のあり方に対しても、絶対的にが正しいとか、この価値基準が絶対 ことではなく相対的にものを見るような見方、世の中の善とかそういものは多元的に存在しているのであって、絶対的な の見方というのは問題があ んではないかというこ を、大旅行の過程の中で、彼らは学んで ったんではな か。国家観にしても、人生観にしても それ ら文明観に も、異次元への飛期である大旅行の中で彼 は学んでいったんではないかというふうに感ずるわけで ります。
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では彼らの大旅行を記録した文章の中で、問題になるよ
うなところはないのか
、というような反論が当然出てくる
ことだろうと思います
。
私は個人的感情としては、そうい
うものは いと
言
いたいんですが、事実は事実として申し
述べるべき と思いますので、四番目の、日本意識とジレンマというところに入らして ただきます
。
今私が
言
いました
、問
題となるような発
言
というのは、
例えば日本が
一等
国であるとかであるとか、中園、中国の
民衆に対する差別的な表現ですね
。
それからもう
一つは
、
東洋の
一等国になったということで大国意識
、そ
ういうも
のを全然持っていなかったのか、表われて ないのか
、
と
いうことなんです
。
先程言いましたように全くないと
言
い
たいんですが、実際はところどころ 言 ますか、かなりの数、出てまいります
。
ただ
これは
生方敏郎という有名な
評論家の方が、「明治大正見聞誌」の中でお書き なっますけど、日清戦争後
、日本全体が非常に中国に対して侮
蔑感を持つように
な
ったという一般的な傾向がまずあった
ということを大前提として、聞いていただきた と思います
。
ですから決して差別的
言
辞があ
ったとして
も、彼らだ
けが持っていた いうことではな わけ
。
これはある
新聞の書評欄で
、書院の大旅行誌のダイジ
ェスト版が出た
時に、差別立識だけ 取り上げて世かれて
いる世
評があっ
て、いかにもそれが書院生の意識 よ に脅かれていましたけども
、そういう書評の仕方はちょっと問題があるので
はないかと感じています
。
日本全体が日清戦争後、中国に
対する優越意識というものを持っている状況の中 、そういう流行表現として聞いていただきたいと思いますが、や
はり先入観と言いますか、
差
別発
言
というのはございまし
て、例えば
、ある小学校を訪れるわけです
。
山奥の小学校
なんですが
、日本人の
感覚からいいますと非常に汚い小学
校なわけですね
。
そして行
ったところが、教師が生徒を総
動員してシラミ征伐をや
って
いる
。
その姿を見まして
、
「丸
裸で悠然とし シラミ征伐の最中
。我らのグループの鷲き
あわてた態といったら
、
全て
ものも
言
えないほどであ
っ
た
。
こんな豚小屋のようなところで、ク
l
リーのような先生に
教わっているもんだから、支那の教育の前途も遼遠と思わざるを得なか
った
。」というようなことを
言っ
ている人もい
ます
。
それから、同じ班の方なんですが
、
やっぱりちょ
っ
と
ト
ラブルがあったらしいんですね
。
パスポート、、護照を見せ
てもどうも信用してくれ
。
それです
ったもんだゃ
っ
た
挙句、これはもう腕力に訴えるしかないという と 瞥察署長か巡査か知りませんけども
、腕力に訴えざるを得な
かった
、
ぶん殴ってしまったと思うんですが
、
結局それで
も
って自分らの主張を過した、というようなことを
言っ
て
いる方もいるわけです
。
それから、これはあまり口に出したくない表現なんですが、自分の旅館の械で、朝になると物売りの声がうるさくて限れないと
。
で、そのよく
言
われる片仮名五文字ですね、
その五文字の言葉でそういう物売りがうるさく 眠というようなことを書いているところもあります
。
それから先程の避難したグルー
プ
なんですが、舟から投
げ出された時に
、助
けてくれと
言っ
ても、中国人は絶対に
助けてくれないで逃げる っぽうであ
。
いわゆる例の五
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文字を出しまして、だからそれはしょうがない、人間として劣るみたいな言い方をしているわけです。それからこれまた尾箆な話しで申 訳ないですが、たまたま広州の街に泊まったら隣の部屋に、夜の商売をしている女性がいて、その声がうるさくて夜眠れなかった。中国人というのは淫廓な国民であろうかという言い方をしているところもあります。まあこれなんか、非常に私は気の毒だと思うんでね。イギリスにしてもアメリカにしても、女性問題で職を追われた閣僚もいますし、日本 場合も るわけですからこれをもって即、中国人は淫廊という言い方は酷であろうかと私なんかも思うんです 、今日的に見れば非常に差別的な発言というの ところど ろに見受けられます。それから大国意識というのも、ところどころに頗を出し
ます。例えば満洲のほうでは日本は非常に力を持ってきたけども、南のほうではまだフランス国旗やイギリス国旗がひるがえっていると。こうい のを見ると ムカッとくると同時に 何を、見ておれという気になってく と。その文面だけを見る限りであれば、いずれ東北部のよ 、南のほうにも日章旗をひるがえしてみせる いうようなことを、 れとなく書かれ 方もい す
c
自分たちは、
一等二等三等とありますと、まあ一等車は無理としても二等車には乗れるわけ んですが、三等車に乗らない 済むのは、やっぱり日本が強くなった証拠であろうというよな、非常にこれはありがたい、というよう ことをもらしている方もいます。要するにこういう問題と るよ 発言というものが全然ないかと言うと そうでは りませんで、やっぱりところどころに見受けられるこ があ わけ
です。ただ、一つの弁護として言いますならば、日本全体が、
全体的にそういう雰囲気があったということもありますし、彼らの差別的と言われるような発言にしましても、大旅行という極限状況ですか、命を失 ような危ない状況の中で、実体験として感じた上で出てくる発言であると うことなわけですね。ですから日本国内にいる方のように、抽象化してア・プリオリに中国は駄目とか中国人は駄目 ものとか、あるいはア・プリオリに三国志とかそ い 世界を想像 、中国人は素晴しいと思ってい のと 違うわけでありまして、正に魯迅が「阿
Q」の中で自己批判した
ような中国人、むしろそういう中国人が当時は多かったのではないかという気が 私は たしますけども、そう う中国人と接して、この野郎と思ってそういう発言が きてしまう、 うところもやはりあ たと思います大国意識にしましでも、先程申しましたように、極東の一小国が独立を達成していく過程の中での、気負 というものが、特に外 そして山奥なんかに行きますと、正国家というものを、二十歳かそこらの青年が背負 込むわけでありますから、勢いそうい 気負い込みというのが、一つの大国意識的表現として出てき しま のではな かという気がいたしま 。こういうふうに二つ三つ弁護しましても、これは厳然と
して、化石になった形で、正に今日問題に るような形で何だかんだ言おうとそれはも 優越感ではな 、差別感ではないかと言われてしまえば、その通りなのでありまして、問題はそういう優越感であるとか大国意識とい もの
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をもちろん持っていたにしても、その
一方で
は彼らは大旅
行の中で、先程言いましたような近代文明への懐疑心であるとか、人生観への一得点検であるとか、それから大国日本観への懐疑というも を、同時に大旅行の中で育んでいったということも事実であります。
一般意識と同時に
、
そう
いう相対
意識的なものの見方
、多元的なものの見方という
ものも、取り込んでいったわけであります
。
知らず知らず
のうちに、彼らは日本意識と 日本 相対
化
して見る、自
分の生き方というものを相対化して見る 相対主義、多元主義
というもののジレンマを、抱え込
んでいくのではない
か、そういうジレンマが、二十歳の青年を紳士へと成長させていく
。
その過程の中で、日本意識というものが、逆に
相対主義とか多元主義によ
って駆逐されていくといいます
か、日本意識に対して相対意識である 多元的な意識というものが、非常に強くなっていくんではないか
。
その結
果、彼らは特に一九一一一
O
年以降、日本と中国との聞が非常
に険悪化していく中で 日本と中国との問で悩まざる 得なか
ったのではないかという気が非常にするわけです
。
それを証明しろと言われましでも非常に難しい問題であ
りまして、約五千人の卒業生のその後を追 というこ は、歪統というか
、ほとんど不可能であ
りまして
、これは
証明
できないわけであります
。
ただ、それに代えてと言います
か、これは私の先入観なんですが、おそら これが、ある離の書院生の一つの軌跡というものを典型的に物語っ いるのではないか、大旅行を体験した人間 そ 後を典型的に物語
っているのではないかという人物の
言葉の中から引
用して、今日の話しを終わりにさせてい だきたいと思い
ます
。
その人物というのは、前に触れた米内
山
庸夫という、こ
れは外務省の外交官なんですが、むしろ陶磁穏とか美術の世界ではかなり有名な方で、中国に関する生けるエンサイクロペディア的な方で、向磁器に対する造詣も深い、それから中国文学に対する造詣も深い
。
職業はもちろん外交官
ということで、ずっと中国畑一筋という方なんです
。
この
方はどういうコ
l
スをたどるかと言いますと、いわゆるノ
ン・キャリア組でありまして、中国各地の領事を担当され、最後は外務省をお辞めになるんですが そ きっかけとなったのが
、かの有名な斎藤隆夫の粛軍演説で、その余波を
受けてしまうわけです
。
ご存じのように斎藤隆夫が寧を批判する、それか
ら迂
兆
銘工作というものを批判する。その中 斎藤隆夫への非難に対する弁論と
して
言うのが
、「俺
の迂
兆銘
工作
批判である
とか、備軍演説 いうものを批判するけども、実は外務省の中に米内山晴夫という男
、俺と同じ
論調で
も
って論
を
展開している
。俺の
論というのは米
内山か
らヒン
トを
得た
んだ」ということを言ってしまうわけですね
。
言っ
たこと
がいいか悪いかは別にしまして、そ 結果、斎藤隆夫が衆議院議員
を
首になる前に
、米内山は外務省を辞するという
日く付きの人物なんですが、その方が 日中十五年戦争のさなかにこういうこ をおっしゃって るわけです
。
例え
ば陸軍大臣以下文部大臣を歴任した荒木貞夫が各地で減税をやりますけども、中国人 子供を見てみろ
。
転ぶとすぐ
泣くだろうと。日本人 子供つての 泣かないだろ
。
こ
の癖というのは大人 なっても同じであ て、中国人とい
！”；J.i(.11院J己念ffl J2 
うのは負けるとすぐ逃げる。弱い国民である。中国なんてやっつけるのはわけない、というような演説を、荒木なんかやるわけですね。
そういう時代思潮の中で、この米内山さんという方は、
まだ当時外務省 現役だと思うんですが、こういうことを論文の中で書くわ 。「日本人と支部人とはよく同文同種と一一言われ、あたかも同じ種族であるかのように言われますけども、事実は甚だ相違しておりまして、同文 いっても単に日本人が支部の文字を使ってお いうだけで葉も文も決して同じ系統ではなく、むしろ一一
z口語文章の構成
から言えば、 、朝鮮、蒙古が同系統をなし、支那はこれと全く異なった系統に認するものであります
B
本人と
支那人とは人類学上向系統に同情するものであ ということは、学問的にはなにびとも言っていないのであります。だから口頭でよく同文同族ということを一言 ます ども、それはいわゆる口頭であって、日文問民族は開文でも同族でもないのであります。殊にその民族発生 環境 発生進化してきた歴史の相違などからしまして、日本人と支部入との問にはその国民性において甚だしい椴違があるの あります。中国人を日本人と同じように思い そして日本人の気持ちをもっ 支那人を律す ところ 多く 問題 り、失敗を招いたり、ま 不親義 なり、してやられた いうようなことになるのであります。」さらにこういうふうに続けておられます。「ロ
u本軍人は一吸
張れと苦いますが、支那 適わないの 頑張れという法はないのであり
c頑張って倒れれば元も子もなくなり、
死んで何で実がなるものかというのであります。こうした
支那人の性質は、我々日本人から見ますると、一面笑うべきことのように考えられますけれども、しかし他国から見ると、これは打つでも叩いても倒れない支那人の粘り強さを示すものでありまして 国が滅んでも民族は滅びず 負けてそうして栄えている支那民挟の特質を表わしてお のであります勺こういうことを米内山さんはおっしゃっているわけですが、日中戦争で臼本が勝った勝ったと騒 でいる中で、こういう発言が出てくるというのは、やはりそれは同文書院出身者であるということが大きなパ
y
クボ
l
シ
になってると思いますし、ぞれから大旅行の中での体験というものが、やはり－つのバックボーンになっている ではないかという気が、ねは るわけであります。以上、くだらない話しで中し訳ございませんでしたが、これで終わり させ いただきた と患いますりど もあ
りがとうございました。
これは愛知大学東組問文書院記念センターが主権し、一九九四年九月二十一
B
、愛知大学記念会館第
一会議室で行なわれた一九九凶年度「東亜同文書院記念基金記念賞」受賞の粟田尚弥氏による講演の内容であるの
（文責編集部）
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